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日本は ｢第二の人口転換｣ といわれる段階に入っ

ている｡ 人口学で言う人口転換理論は, 多産多死型

人口構造が, 多産少死型を経て少産少死型に変わっ

ていくという人口変動に注目する｡ 近代化の過程で

多くの国や地域がそうした過程を進むという収斂理

論も含意している｡ この過程は, 働く世代が子供や

高齢者を支える従属人口指数が減少傾向になる結果

となり, 経済発展には都合のよい人口構造, いわゆ

る ｢人口ボーナス��������	
�����｣ を生み出す｡

日本は戦後いち早くこの ｢人口ボーナス｣ を生み出

して, 高度経済成長を成し遂げる一つの促進要因と

した｡ しかし既に����年以後の日本は従属人口指

数は反転して上昇傾向にあり, 今後ますます上昇す

ると推測されている｡ いわば ｢人口ボーナス｣ を使

い果たして, むしろ人口構造が経済発展には都合の

悪い ｢人口オーナス��������	
����｣ に陥って

いる｡ これは人口学者が予測していた人口転換理論

の収斂状況とは違っている｡ 今や日本は少産多死型

の人口構造に突入し, 人口減少段階に入っている｡

東アジアの諸国は日本の経済発展に注目し, 政策

的に人口転換を急速に進めるという道を後追いして

いる｡ なんとか ｢人口ボーナス｣ を作り上げて経済

発展をしようという取組みは, 韓国, シンガポール,

台湾, 香港, そして中国本土でも展開している｡ と

りわけ中国では, ｢一人っ子政策｣ という人口政策

が強力に推し進められてきた｡ そして急速な経済発

展を遂げつつある｡ しかしその一方で ｢豊かになる

前に高齢化する｣ という危機意識が急速に高まって

いる｡ 今のままでは����年代より早く人口ボーナ

スは使い果たすことになりかねないからである｡

中国では, ｢一人っ子政策｣ によって, 子供を一

人しか持たなかった夫婦がいよいよ高齢者の域に達

して, 伝統的な親孝行の倫理に基づいて子供から世

話を受けようとすると, 一人っ子たちは, 結婚した

途端に�人の親とさらにその上の祖父母世代何人

かを含めて世話しなければならないことになる｡ こ

れはこの世代にとってはきわめて厳しい状況なので,

中国の中央政府は, これから急速に高齢者福祉問題

に取り組まざるを得なくなっている｡ そこで, こう

した人口高齢化の先進地として日本に対する関心は

高まっている｡ 東日本大震災や尖閣列島問題がこじ

れる前には, 大がかりな高齢者介護教育指導者の研

修団を日本に送り込む計画が官民問わずに動いてい

た｡ 残念ながら政府関係のこうした動きは止まって

しまったが, 民間レベルではなお動き続けている｡

日本は今後, 高齢者に対する福祉施設ケアを中心

とするシステムから ｢地域包括ケアシステム｣ とい

う高齢者が自宅に住み続けながらサービスを受けら

れるシステムに転じる政策を打ち出している｡ 中国

政府もこれまでのいわば裕福な高齢者向けの有料老

人ホームや貧困高齢者向けの公設老人ホームという

選択肢だけでなく, 地域に住み続けながら必要なサー

ビスが受けられるシステムの整備を急いでいる｡ 日

本の民間事業所もこうしたところに新しいビジネス

チャンスを見いだして事業展開を始めている｡

そこで, ����年�月に, 小川全夫が上海市を訪

問し, 上海大学の馬利中教授, 上海社会科学院張啓

新研究員とともに, 人口と計画生育委員会の協力に

より, 社区といわれるコミュニティにおける動きに

ついて現地で聞き取りを行った｡ 現地では, 瑞金二

―���―
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路街道弁事処の�唯敏さんの案内を受けた｡

� ��������	
��

上海市は, 中国最大の都市である｡ ����年の上

海市総人口は����万人を突破しているが, そのう

ち, 上海市に戸籍を持つ人口は����万人であり,

他の地域から流入して居住するいわゆる外来常住人

口は���万人がいて, 全体の��％を占めている｡

上海市は, 改革開放の�窓口	と呼ばれる先進都

市であるが, 同時に, 少子高齢化のスピードが最も

速い地域である｡ 中国の場合は, 日本などと違って,

高齢化を戸籍人口に注目して, 
�歳以上人口割合

で捉える事が多い｡ ����年には
�歳以上人口割合

が�％となったが, 全国平均のそれより��年, 北

京市, 天津市より��年も早かった｡ ����年末現在,

上海市戸籍人口のうち
�歳以上人口割合は����％

となっており, 日本と同じように
歳以上人口割

合で捉えると�
��％になっている｡ 通常, 
歳以

上人口割合が�％を超えると高齢化社会, ��％を

超えると高齢社会というが, 上海市は既に高齢社会

の段階に入っているのである｡

上海市の人口高齢化に大きな影響を与えたのが

｢一人っ子政策｣ といわれる少子化促進策である｡

この政策の結果, ���年には合計特殊出生率が

���もあったのに, ���年には����を割り込み,

����年には����にまで落ち込んでいる｡ 通常人口

の単純再生産が維持されるためには, 合計特殊出生

率が����を確保されていなければならないといわ

れるので, 上海市の戸籍人口は確実に縮小再生産の

過程にある｡

もうひとつ上海市の人口高齢化に影響を与えたの

が, いわゆる長寿化である｡ 平均寿命を指標として

みると, ���年の女性の平均寿命は��
歳, 男

性は��歳であったが, ����年には女性が�����歳,

男性も�����歳にまで延伸している｡ こうしていわ

ゆる少子高齢化は急速に上海市の社会を変化させて

いる｡

急速で大規模な人口高齢化が進む上海市では, と

りわけ後期高齢者が急増することが推測されており,

それも ｢老々世帯｣ とか子供が去った後の ｢空の巣

世帯｣ という状態になってしまう高齢者が増えるこ

とが懸念されている｡ また, 次第に一人っ子の親世

代が高齢者になる時期となっており, ����年に
�

歳に達する人の��％がそういう人々になる｡ 政策

で一人っ子しか持てなかった世代が子供に依存する

と, 子供の世代は結婚したとすれば�人で�人の

親に加えて, その上の祖父母世代まで支えなければ

ならなくなる｡ それはきわめて厳しい負担であるた

め, 急速に高齢者扶養に対する政府支援を求める声

が高まりつつある｡

� �������

改革開放以前の中国では, 国営企業が職場と生活

の場を ｢単位｣ としてまとめて責任を持つ体制であっ

たが, 改革開放以後, 企業は, 競争力を高めるため

に, 職場だけに責任を持つようにして, 生活の場は

職場から切り離された｡ そこで生活の場は, ｢社区｣

(コミュニティ)として位置づけられた｡

���� ��年代の上海市には, 契約した内容に従っ

て, �人以上のグループで要介護高齢者�人の手助

けをする約�万の ｢包護組｣ といわれる組織が活

動していた｡ また高齢者同士が助け合う約����組

の ｢老年互助組｣ といわれる組織もあった｡ しかし,

一人っ子政策を推進し, 従属人口指数を減少させ,

経済発展に都合のよい人口構造へ転換させた結果,

短期間に驚異的な経済成長を遂げることが可能になっ

た反面, 敬老意識でつくられていた ｢包護組｣ や
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｢老年互助組｣ のような民間組織が弱体化していっ

た｡

そこで ｢社区｣ は居住者の福祉に責任を負う組織

としての機能を付与されることとなった｡ 上海市の

場合は, 市の下に��の区と�つの県, 区と県の下

に��の街道と���の鎮という行政末端組織が置か

れているが, ｢社区｣ は街道の中に置かれている約

����の居民委員会に属する住民の居住コミュニティ

である｡ 市, 区, 街道にはそれぞれが設置主体となっ

ている老人福祉施設がある｡ その総数は����年で

���ケ所, �	
���床となっている｡ 老人病院や老年

護理院といわれるターミナルケアの施設が��ヶ所

ある｡ しかしそれでも増大する高齢者の福祉需要に,

施設福祉だけで対応することはできないので, ｢居

家養老｣ という在宅福祉に力が入れられている｡ こ

の在宅福祉が ｢社区｣ の重要な機能とされているの

である｡

上海市の場合, 高齢者福祉を推進するにあたって,

｢��	�｣ という数字が語られる｡ これは高齢者の��

％は在宅で暮らしてもらい, 	％は地域福祉で世話

を受け, 残りの�％を施設に入所してもらうという

目標を意味している｡ つまり自宅で世話される高齢

者が大多数を占め, 施設で老後を過ごす高齢者はご

く一部で, その間に ｢社区｣ から世話を受ける高齢

者がいるという目標が立てられているのである｡

上海市の老々世帯にいる高齢者は��
��万人, 一

人暮らし老人は��
��万人いると言われており, こ

れらの人々が要介護になった時に施設に入所を希望

するということになると, 莫大な施設建設が必要に

なり, 数多くの介護職員を確保しなければならなく

なり, 市は財政的負担にとても耐えられないので,

施設福祉には抑制的な目標を掲げているといえよう｡

そこで, ｢老老世帯｣ 高齢者に対して, 上海市の

｢社区｣ は, 毎日, �	
��万人の安否訪問, �
		万

人の困っている人の手伝い, 月に一度, ��
�	万人

に慰安のための訪問と話し合いというような活動を

行っている｡

社区には在宅老人のための配食センターが設置さ

れており, ���ヶ所で�万人の高齢者に配食サービ

スを提供している｡ また���カ所の ｢社区｣ には

｢社区助老服務社｣ が置かれており, 生活保護を受

けている��万人の高齢者を含めて��
�万人の手助

けを必要とする高齢者に支援サービスを提供してい

る｡ さらには, 社区日託所・日間照料站 (デイサー

ビスセンター)が���カ所に設置されており, �����

人が通っている｡ 自宅療養する人のベッド数は�
��

万床あるが, その中で高齢者向けが�
��床を占め

ている｡

そのほかに, 元気な高齢者向けの老年活動室が

�����ヶ所 (面積���
��万平米) あり, 上海市の各

地に設置されているので, かなりの ｢社区｣ がこう

いう施設を備えていることになる｡ 生涯学習のプロ

グラムも, 市や区／県や街道／郷鎮の設置管理する

老年大学や老年学校の他に, 居民委員会／村民委員

会の設置する�����カ所の老年教室も置かれ, ��
�	

万人の高齢者が受講している｡ テレビ老年大学教室

も�����カ所あって, ��
	�万人が受講している｡

��歳以上高齢者人口の��
�％を占める���
�	万人

分の健康記録も管理されている｡

� ��������	
����

上海市の旧市街地に准海中路という繁華街がある｡

この地区を管理する盧湾区は, 都市のドーナツ化現

象に伴って人口が減少したために, ����年に隣の

黄浦区と合併して, 今では新しい黄浦区の一角となっ

ている｡ 旧盧湾区所属の瑞金二路街道の面積は�
��

���, 戸籍人口は	万�����人となっているが, 実

際には戸籍を残したまま, 若い世代は郊外に住居を

移しており, 実際に住んでいる人は�万�����人く

らいに減っている｡ 外来人口が�万人以上住んで

おり, そのうち, 外国人も�万�����人, 地方から

の常住人口が�万�����人ほど住んでいる｡ このよ

うな人口変動に伴って, 残った住民の高齢化も進ん

でおり, 現在��歳以上人口が��％となっている｡

ただ注目すべきは, 郊外に住居を移しても, ここに

住居を登録したままの人々が多いという事実である｡

それは, 自分たちの子どもたちには, 教育水準の高

いこの区の学校に通わせたいという親の意向が強く

現れている｡

合併後の区には��の街道 (末端行政機関) があ

り, そのひとつである瑞金二路街道の下には��の

居民委員会 (住民代表の協議組織)が置かれている｡

街道管轄の��の居民委員会にはそれぞれ在宅福祉

上海市における地域福祉事情�官設民営の ｢健康福祉コンビニステーション｣ (小川／馬) ―���―



の拠点として ｢社区公益站｣ が置かれているが, 街

道は��の居民委員会の ｢社区公益站｣ と連携して,

｢��分間歩いけば老人サービスを受けられる｣ とい

う社区老人サービスのネットワーク形成に力を入れ

ている｡

今回, 瑞金二路街道弁事処の�唯敏さんの案内を

受けて訪問したのは街道が設置した総合的な拠点施

設の一つである瑞金街道社区服務総合楼である｡ こ

の施設は, いわばコミュニティの総合サービスセン

ターである｡

入り口からみると階段を上らなければ建物の中に

入れない構造になっており, まだバリアフリーには

なっていない｡ いわば, 元気な高齢者などが想定さ

れている施設だといえる｡ しかし機能の面で言えば,

この拠点施設は日託所 (デイサービスセンター),

社区医療服務站, 健康相談室, 在宅老人給食センター,

障害者リハビリ教室, 心理相談室, 生活困難在宅老

人支援センター (掃除, 入浴・急用・病院通院など

の時, 手助けのヘルパー・ボランティアを派遣する)

など社区に住む高齢者に ｢地域包括ケア｣ 的なサー

ビスを提供する多目的支援センターである｡

まず入ってすぐ目に付いたのが, ｢愛心超市｣ と

いう看板を掲げた店である｡ 店というより倉庫であ

る｡ ここには生活必需物資が用意されている｡ それ

ぞれの物品には値段がつけられている｡ 会社などか

ら寄贈された物品も棚に並べられている｡ この店に

来るのは, 低所得者で上海市から生活支援物資の現

物配給を受けていた住民である｡

定期的な現物支給だと不要なものが出る一方で,

必要なものが不足する時もあるという住民の不満を

解消するために, ｢愛心�｣ という��カードが導入

され, このカードで必要なものはいつでも必要な時

にこの店で購入できるように改善された｡ これによっ

て, 公的支援を行う側も無駄なコストを削減するこ

とができるようになった｡ 奉仕活動をすれば, ��

カードにポイントが入るようになっている｡ また会

社, 地域住民などから寄贈された物資 (中古テレビ,

タオル, アイロン, 茶碗セット, 湯のみセットなど)
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にも値がつけられ, ��カードに貯めたポイントを

使って手に入れることもできるようになっており,

また現金でそれらが売れれば活動資金に使えるよう

になっている｡ ふとん, 服装などの場合は, 購入し

たい人がいると, いったん洗濯に出してから手渡し

ている｡

この事業は, 江西省の教員出身でビジネスを成功

させた人 (上海康楽家実業有限公司社長, 康楽家社

区服務発展中心主任)が, 政府予算の合理的な執行

を図るために��カード方式を提案して始めたとい

う｡ カードの導入で無駄な消費をなくすだけでなく,

家の電気製品などの修理に人を派遣するといったさ

まざまなサービスの拡大にも貢献する全国的に評価

された事業となっている｡ 例えば, 社会的連帯感や

倫理的義務感に基づいて, ��の居民委員会の ｢社

区公益站｣ へ月ごとに巡回したり, ｢愛心集市 (定

期市)｣ バザーや即売会を開催して慈善活動基金を

集めたり, 在宅困難老人, 障害者を対象に無料散髪,

健康・心理相談, 電気製品・日常生活品の修理など

のサービスを提供している｡

次の部屋は高齢者活動室である｡ 福祉宝くじの益

金を使って整備が進められている国家プロジェクト

｢星光計画｣ の助成を受けた ｢星光老年之家｣ であ

る｡ すでにこの日の高齢者の活動プログラムは終了

していて, この事業の係員が休憩していた｡ 毎日の

ようにさまざまな活動プログラムが実施されている｡

中には ｢数学｣ などといった基礎的知識に関するプ

ログラムもあった｡ 高齢者の作品が飾ってあったが,

原料は新聞紙で, これを細かく巻いて棒状の素材を

作り出し, これを切ったり張ったりしていろいろな

作品を作り出していた｡ 安上がりな素材の割には,

きわめてデザインのいい作品ができていた｡ さらに

奥の部屋にいくと, そこはいわゆる老人日托站 (デ

イサービスセンター)である｡ 高齢住民が交流する

場となっていて, 思い思いに住民が憩いのひと時を

過ごしていた｡ この事業には光明村配餐分公司とい

う民間企業が, 社会貢献活動の一環として取り組ん

でおり, 身寄りのない高齢者へのサービスやボラン

ティア活動に対する支援をしている｡ 在宅高齢者へ

の給食活動も行っている｡

同じ階には助老服務社という団体も入っている｡

この団体は, 老年協会の��歳以上の女性が組織し

たものであり, もめごとを仲裁したり, 高齢住民の

健康点検をしたり, 比較的若い世代の高齢者が年配

の高齢者の安否確認のために一日�回訪問すると

いった活動をしている｡ また巡回で体の不自由な老

人, 一人暮らし老人, 老老世帯を重点的に訪問して,

ガス, 電気などの安全チェックをするといった活動

を繰り広げている｡ 自分たちが毛糸で編んだマフラー

を一人暮らし老人と年配の高齢者に贈る活動なども

行っている｡ いわば, 日本老人クラブ女性部による

高齢者ボランティア組織といえる活動である｡ 親孝

行という世代間の助け合いに多くを期待することが

できなくなった時には, こうした同世代内の助け合

いが重要になってくる｡

障がい者が集っている部屋では, 残疾人補助器具

服務社というグループが, さまざまなプログラムを
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提供していた｡ さらに老人心理指導, 自殺防止のた

めの電話相談窓口とカウンセリング活動が展開され

ている｡ これには上海市と盧湾区心理師協会が深く

関わっており, 企業家基金会, 老年基金会のような

機関から助成金を受けて活動している｡ 日本からは

箱庭療法の手法も取りいれており, そのキットも取

り揃えられていた｡ ここに登録しているボランティ

アは���人くらいだそうである｡

以上のようないわゆる ｢社会組織｣ (���) が活

動し始めたのは����年以後である｡ そのきっかけ

は ����年下半期に開かれた共産党第 ��次大会で

ある｡ そこで ｢社会組織 (���) の経済, 政治, 文

化と社会での重要な役割を重要視しよう｣ の呼びか

けに従って, ���の社区における老人サービス事

業の活動も活発になった｡ ����年上海万博開催の	

ヶ月の間には���とボランティアも大きな役割を

果たしたが, この波及効果が社区の活動にも現れた

といえる｡

中国の大学には今や社会工作系といわれる社会福

祉学科が数多く設置され, 資格制度も民生部の下で

整備され, 数多くの卒業生が巣立っている｡ その卒

業生たちの職域としてこうした社区やそこで事業を

担う民間組織が注目されている｡ 社会工作師たちは

民間組織を起業し, 行政から委託を受けて社区服務

事業を展開しているのである｡

さらに建物の中を進むと人口計画生育委員会の活

動をしている部屋があり, 家族計画の講話をしたり,

個別の相談に応じていた｡ 子供連れで相談にくる人

のために, 子どもの遊具も備えられていた｡ この部

分は上海市直営の部分である｡ この部分は衛生部の

管轄といえるが, 上記のような活動は民政部の所管

である｡ いわば衛生部, 民政部の連携が図られてい

るといえる｡ 街道の係員は, このセンターに
か

ら�人いる｡ ���人以上のボランティアを動員して

この体制を維持している｡

� ���������	
����

これから, 日本は高齢者サービスの統合を図って,

｢地域包括ケアシステム｣ を構築する準備段階に入

る｡ 住まい, 医療, 介護, 介護予防, 生活支援が高

齢者の暮らす地域で一貫的に提供される仕組みづく

りが, 施設介護に頼りすぎる弊害を取り除く戦略と

して有効であると見込まれているからである｡ しか

し実際には医療保険, 介護保険, 住宅政策等の行政

の縦割り状態は民間協力組織にも貫徹しているため

に, なかなか専門家の組織化が容易ではなく, 医療・

保健・看護・介護・生活支援, 住まいなどの関係機

関や団体も実際にどのような連携可能性があるのか

模索中である｡ また地方行政側から言えば, 日本政

府から地域包括ケアシステムを推進するために, 地

域包括支援センターを�万人コミュニティに�カ

所設置しろといわれても, 人口規模が大きい都市で

はあまりも財政負担が多いことから抵抗がある｡ ま

た相談事例�件当たりにかかる費用が約�万円か

かるといわれており, 財政負担をかけずにこの方式
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をいかに現地の実情にそった方式に変えていくのか

が問われている｡ また現下の地域包括支援センター

は基礎自治体の直営か, 関係機関への委託に委ねら

れているが, 住民側からはあまり見えない組織であ

る｡

このために, 私は, �万人コミュニティの住民に

可視的な ｢健康福祉コンビニステーション｣ とでも

いうべき拠点施設を設置して, そこにいろいろな民

間事業所を含めた各種機関団体からサテライト・サー

ビスが供給される仕組みを提案している｡ それは医

療保険制度・介護保険制度の枠組みの中にとどまら

ない機能を持つべきだと考えている｡ 現在, 自治体

によっては, さまざまな施設を集中的に合築して,

｢健康福祉コンビニステーション｣ を整備する所も

出てきたが, なかなか縦割り行政の枠を外すのは容

易ではない｡

そんな中, ����年�月に上海市を訪ねたときに,

まさに中国版官設民営の動きが急であることを印象

づけられたのが, この瑞金街道社区服務総合楼であっ

た｡ 現在こうした取組みが上海市各地で実験的に行

われていると言うことであった｡ 日本ではなかなか

取り組めないような ｢健康福祉コンビニステーショ

ン｣ といった地域包括的なサービスシステムが民間

の創意工夫を取り入れて進められていることに, 日

本で掲げた ｢地域包括ケアシステム｣ の進め方にとっ

ても参考になると痛感した｡ まだまだこうした取組

みに対する評価は定まってはいないが, 今後は自治

体の実務家や事業家の間での研究交流を深めて, 東

アジアの高齢化する地域における包括的なサービス

システム構築の課題を明らかにして, 相互に知恵と

工夫を交換しあう体制づくりが重要であると考え,

福岡市総務企画局と上海市人口と計画生育委員会の

間で研究交流の覚書を交わすことを提言している｡

国家間ではかなり神経質な ｢国境問題｣ に火がつい

た状態であるが, 地方自治体や民間レベルでは粛々

と高齢化の進展に対する取組みにおいて相互に連携

することが必要であるということを再確認したい｡

現在, 福岡市と上海市人口と計画生育委員会に対し

ては, 政策研究に関する覚書交流を進言していると

ころである｡
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